
み
ん
な
で
創
る
谷
相
地
区

中
央
東
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
香
美
市
、
土
佐
香
美

農
協
と
連
携
し
、
谷
相
地
区
を
モ
デ
ル
集
落
と
し
て
、
集
落

営
農
活
動
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
に
「
咲
か
そ
う
・
実
ら
そ
う
谷
相
の
夢
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
谷
相
地
区
集
落
営
農
組
合
が
設
立
さ
れ
、

「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」
「
農
作
業
受
委
託
」
「
所
得
向
上
に
向

け
た
ア
ジ
サ
イ
栽
培
や
直
販
活
動
」「
青
ネ
ギ
栽
培
」「
交
流
」

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ま
た
き
い
や
谷
相
へ
」(

交
流
会)

を
開
催
！

十
一
月
七
日
に
三
谷
地
区
公
民
館
に
お
い
て
「
ま
た
き
い

や
谷
相
へ
（
交
流
会
）
」
を
開
催
し
、
高
知
市
や
南
国
市
か
ら

親
子
十
五
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
予
定
し
て
い
た
芋
ほ
り
が
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
お
に
ぎ
り
づ
く
り
、
稲
わ
ら
リ
ー
ス
づ
く
り
を

行
い
、
お
米
の
お
い
し
さ
や
谷
相
の
よ
さ
を
堪
能
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
の
ん
び
り
で
き
て
よ
か
っ

た
」「
お
米
が
お
い
し
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
せ
っ
か
く
の
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
多
く

の
人
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
ら
」
と
の
意
見
が
あ
り
、
Ｐ
Ｒ

方
法
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

参加者集合写真

稲わらリースづくり

山
南
営
農
組
合(

香
川
県)

で
研
修
！

十
二
月
十
二
日
に
、
山
南
営
農
組
合(

香
川
県
三
木
町)

に
お
い
て

先
進
地
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。
山
南
営
農
組
合
で
は
、
「
減
農
薬
・

有
機
肥
料
に
よ
る
高
品
質
米
の
栽
培
」
「
農
作
業
受
委
託
・
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
の
運
営
」
「
産
直
市
の
開
催
」
「
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営(

ど
ん

ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ)

」
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
組
織
を
運
営
し
て
行
く
う
え
で
同
じ
よ
う
な
悩

み
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
「
色
々
な
問
題
を
話
し
合
い
と
知
恵
で

乗
り
越
え
て
い
て
す
ば
ら
し
い
」
「
山
南
営
農
組
合
が
保
有
し
て
い
る

農
舎
は
、
谷
相
集
落
で
建
設
中
の
農
舎
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
で
、
機
械

の
配
置
や
運
営
方
法
等
参
考
に
な
っ
た
」
等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

「
水
稲
栽
培
研
究
会
」｢

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
部
会

を
開
催
！

◇
〈
十
一
月
十
八
日
〉

「
水
稲
実
証
ほ
調
査
」
「
食
味
値
調
査
の
結
果
報
告
」
「
エ
コ
フ
ァ

ー
マ
ー
版
谷
相
水
稲
栽
培
暦
の
検
討
」
を
行
い
ま
し
た
。
研
究
会

員
か
ら
は
、
「
タ
ン
パ
ク
質
が
高
い
と
米
の
味
は
ど
う
な
る
の
か
」

「
有
機
質
肥
料
や
生
物
農
薬
に
よ
る
種
子
消
毒
に
つ
い
て
は
結
果

も
良
か
っ
た
の
で
次
作
も
続
け
て
取
り
組
み
た
い
」
等
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。

◇
〈
十
二
月
二
日
〉

「
谷
相
の
米
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
）
」
「
天
空
米
（
本
山
町:

ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
、
に
こ
ま
る
）
」
「
南
国
の
米
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
」
の
食
べ

研修風景

取り組み状況聞き取り

比
べ
（
食
味
比
較
）
や
「
谷
相
米
」
の
基
準
づ
く
り
等
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
食
べ
比
べ
の
結
果
は
、
一
位
「
谷
相

の
米
」
、
二
位
「
天
空
米
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
）
」
、
三
位
「
南
国
の
米
」
、

四
位
「
天
空
米
（
に
こ
ま
る
）
」
と
な
り
ま
し
た
。
「
谷
相
米
」
の

基
準
に
つ
い
て
は
、
「
食
味
ス
コ
ア
七
十
五
点
以
上
、
整
粒
歩
合
七

十
％
以
上
」
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◇
〈
十
二
月
二
日
〉

「
農
作
業
受
委
託
」
「
共
同
防
除
」
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い

ま
し
た
。
水
稲
の
受
託
面
積
に
つ
い
て
は
、
共
同
防
除
の
べ
十
四
．

八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
収
穫
一
．
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
乾
燥
二
百
三

十
二

袋
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
共
同
防
除
実
施
場
所
を
地
図
で
把
握

し
、
「
地
域
的
集
約
の
必
要
性
」
や
「
二
回
目
以
降
の
防
除
薬
剤
の

選
択
」
な
ど
の
課
題
や
次
年
に
む
け
た
対
策
の
検
討
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

◇
〈
二
月
二
十
五
日
〉

「
次
年
度
の
取
り
組
み
」「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
取
り
組
み
」

平
成
二
十
三
年
度
農
作
業
受
委
託
計
画
」
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
ま
し
た
。
農
作
業
受
委
託
面
積
の
拡
大
等
次
年
度
に
む

け
た
対
策
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
直
販
部
会
を
開
催
！

◇
〈
一
月
十
二
日
〉｢

四
万
十
町
お
か
み
さ
ん
市
先
進
地
研
修｣

直
販
部
会
員
を
中
心
に
、
「
お
か
み
さ
ん
市
」
で
先
進
事
例
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
谷
相
地
区
か
ら
は
、
十
九
名
の
参
加
が
あ
り
、
お
か

み
さ
ん
市
の
取
り
組
み
を
聞
い
た
後
、
現
地
を
回
り
ま
し
た
。

エコファーマーの取り組み検討

食味比較
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雪
が
舞
う
な
か
で
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
か
ら
は
、

「
谷
相
よ
り
厳
し
い
条
件
で
農
業
を
し
て
い
る
。
も
っ
と
頑
張
ら

ん
と
い
か
ん
」
「
仲
間
づ
く
り
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
」
等
の
意
見

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

◇
〈
一
月
十
九
日･
二
月
七
日
〉

「
売
上
目
標
の
設
定｣

｢

栽
培
履
歴
の
記
帳
・
出
荷
表
」｢

実
証

ほ
の
今
後
の
管
理｣

｢
直
販
所
『
韮
生
の
里
』
へ
の
提
案
」
等

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
谷
相
カ
レ
ン
ダ
ー(

出
荷
品

目
等)

の
と
り
ま
と
め
を
行
い
、
直
販
部
会
が
老
人
ホ
ー
ム
等

の
出
荷
に
対
応
で
き
る
よ
う
「
韮
生
の
里
」
に
提
案
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

◇
〈
三
月
八･

十
日
〉

谷
相
集
落
の
「
直
販
部
会
実
証
ほ
場
」
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
定
植
や
落
花
生
等
の
は
種
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
「
み
ん
な
で
作
業
す
る
と
楽
し
い
」
「
植
え
付
け
な
ど
ち
ょ
っ

と
し
た
コ
ツ
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
」
等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

四
月
に
は
、
カ
ボ
チ
ャ
や
枝
豆
等
の
は
種
を
行
う
予
定
で
す
。

｢

上
東
地
区
集
落
営
農
組
合
（
い
の
町

上
東
集
落
）
」
と
交
流
会
を
開
催
！

三
月
十
三
日
に
谷
相
公
会
堂
等
に
お
い
て
、
「
上
東
地
区
集
落

営
農
組
合
」
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
上
東
は
平
成
二

十
年
度
に
「
こ
う
ち
型
集
落
営
農
」
に
認
定
さ
れ
、
ニ
ラ
、
葉
わ
さ

び
等
所
得
向
上
の
取
り
組
み
や
水
稲
の
農
作
業
受
委
託
に
取
り

組
ん
で
い
る
集
落
で
す
。
参
加
者
か
ら
は
「
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
の
で
、
集
落
を
維
持
し
て
行
く
に
は
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」
「
今
後
も
、
同
様
の
取
り
組
み
を
し

おかみさん市研修

ジャガイモ定植

て
い
る
谷
相
集
落
と
は
交
流
を
深
め
た
い
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

交
流
専
門
委
員
会
の
開
催
！

八
月
三
十
一
日
、
九
月
十
三
日
に
、
交
流
会
の
内
容(

お
に
ぎ
り
づ

く
り
、
稲
わ
ら
リ
ー
ス
づ
く
り
等)

や
参
加
費
、
当
日
の
役
割
分
担
等

を
検
討
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
谷
相
の
良
さ
や
地
元
の
お
い
し
い
お
米

の
Ｐ
Ｒ
」
を
目
的
に
十
月
三
十
日
に
、
「
プ
レ
交
流
会
」
を
開
催
し
、
交

流
会
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
練
習
や
各
人
の
担
当
の
最
終
確
認
、
稲

わ
ら
リ
ー
ス
の
土
台
づ
く
り
等
を
行
い
ま
し
た
。

交
流
会
開
催
後
、
十
一
月
十
六
日
に
は
、
「
交
流
会
反
省
会
」
を
行

い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
「
大
変
良
い
」
「
良
い
」
と
答
え
た
割
合
が
一

〇
〇
％
と
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
課
題
と
し
て
、

「
雨
天
用
の
資
料
の
準
備
が
で
き
て
お
ら
ず
、
参
加
者
に
は
日
程
変
更

し
た
内
容
が
わ
か
り
に
く
か
っ
た
」
「
定
員
の
二
〇
名
に
達
す
る
よ
う

に
、
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
」
な
ど
出
さ
れ
対
応
策

を
検
討
し
ま
し
た
。

組
合
や
部
会
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

地
域
の
皆
さ
ん
の
参
加
が
な
い
と
「
始
ま
ら
ん
」
会
で
す
の
で
、
今

ま
で
参
加
さ
れ
た
方
も
、
途
中
か
ら
の
参
加
は
し
に
く
い
と
思
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
も
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

谷相農舎での説明

上東との交流会
プレ交流会

交流会用芋掘り準備

発 行： 中央東農業振興センター

農業改良普及課

連絡先： 香美市土佐山田町加茂 777

TEL ： 0887-53-3039

FAX ： 0887-53-5140

こうち型集落営農モデル集落一覧表（１６集落）『集落営農とは
ひとつの農家では解決できない地域の

農業のいろいろな問題を、集落のみんなと
知恵と力を出し合って解決し、集落づくりに
つなげていくことです。

『谷相地区集落営農組合について』
谷相地区集落営農組合は、｢咲かそう・

実らそう谷相の夢｣をスローガンに集落の
維持発展をめざして平成２１年３月に設立
しました。

オペレーター部会、水稲栽培研究会、ア
ジサイ栽培研究会、直販部会、青ネギもう
かる会、交流専門委員会の６つの作業部
会ができ、様々な活動を行っています。
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